
                           

 

【事業の目的】 
 人口減少や高齢化の進行により、行政による公共空間（道路・河川・公園・

公共施設など）への投資が縮小していくなか、行政は公共空間を地域の方々等

に積極的かつ戦略的に開放し、“官と民が連携して魅力と賑わいのある空間”

を創出していくことが重要です。  

 そこで、春日部市のシンボルである「ふじ通り」を活用し、地域の方々と市

が連携し、新たな公共空間の魅力を創出する事業を実施することで、来街者の

増加及び市のイメージアップを図るものです。  

 

【事業の内容】 
 春日部市の景観重要樹木である藤に着目し、街路樹として日本一の長さを誇

る藤棚の下（ふじ通り）で、公共の歩道空間を活用しつつ、地域の特色やスト

ックを活かしたオープンカフェ「藤テラス」を実施するものです。  

 「藤テラス」の実施にあたっては、近隣商店会や商工会議所、包括的連携協

定を締結している大学の学生と共に、企画の段階からワークショップを重ね、

平成３０年４月の３日間にわたり、「藤テラス」を開催しました。  

 「藤テラス」では、歩行者の通行を妨げることなく、歩道上に飲食店舗を設

置し、藤の花を眺めながら来街者の方々にゆったりとした雰囲気のなかでオー

プンカフェを楽しんでもらいました。  

 

【事業年度】 
 平成３０年度  ～  平成３２年度（予定）  

 

【予算額（千円）】 
 ３，０００千円（全体）  うち、１，０００千円（平成３０年度）  

 

【財源】 
 ふるさと創造資金（県）、一般財源（市）  

道路空間を活用したオープンカフェモデル事業 

－Ｎｏ .１２  春日部市－ 

分野区分  Ｂ  



【事業実施に至った背景・経緯】 
 公共空間の利活用に関する規制緩和の流れを受けて、道路占用の緩和に着目

し、道路空間を活用した地域活性のモデル事業として官民が一体となり、地域

の賑わいの創出に取り組むこととしました。  

そこで、平成２９年度産民学官・政策課題共同研究において、有識者の賛同

を得て「藤テラス」を研究テーマとして採用し、公共空間の利活用による地域

活性化プロジェクトを立ち上げました。  

 

【事業のＰＲポイント】 
 「藤テラス」は、地域活動の場に道路空間が活用できるようにするための実

証実験兼モデル事業で、既存の道路空間を活用した埼玉県初のイベントです。  

 イベントの実施にあたっては、地元商店会のほか、地域の大学生にも実行委

員として積極的に参加してもらい、「オール春日部」として地元活性化の機運

の上昇にも寄与しました。  

 また、他のイベントとの連携として、同時期に開催された東武ハイキング（東

武鉄道主催）のハイキングルートに「藤テラス」を取り入れてもらい、来場者

数の増加等について相乗効果を図りました。  

 

【事業実績・成果・今後の展開】 
 平成３０年４月１４日、２８日、２９日の３日間に渡り「藤テラス」を実施

し、市外からの来街者を含む約１０ ,５００人の来場者がありました。  

 また、道路空間を活用した社会実験として、歩道の交通を妨げることなく、

集客による賑わい、地域の活性化に十分寄与できるという結果を得ました。  

 来場者へのアンケート調査では、「歩道上での面白い企画でよかった」「藤

を眺めながらゆっくり飲食を楽しめた」など、好評を得ています。  

 来年度以降についても、「更なる賑わいの創出」及び「道路空間の活用にお

ける成功例」として、官民の強力な連携を図りつつ、進めていく予定です。  

 

【参考資料】 

 平成３０年度「藤テラス」事業概要  

平成３０年度「藤テラス」パンフレット（表・裏）  

 平成３０年度「藤テラス」実施状況写真  

 

〔  連絡先  〕  

  道路管理課  道路管理担当    048（736）1111（内線 3415）  










